第13回XCIJ 総会 議事録
日時: 2015年6月5日 (金)、12:30-13:00
場所: つくば国際会議場 Room C
出席者: 
上野（直）、越智、川口、木下、鈴木（厚）、平良、多田、原本、福井、前野、松川、三井、道上、餅井、森本、安岡、渡部  計１７名（50音順、敬称略）
議事進行: 福井 (北海道大学)
書記: 越智 陽城 (山形大学)・道上達男（東京大学）
【報告事項】
1．
Xenopus laevis ゲノムプロジェクト全体の進捗状況（12:30-12:35）

平良眞規（東京大学）
 ゲノムプロジェクトの経過について、以下の3項目について報告がされた。 (1) X. laevisのアセンブリについて、最新のバージョンであるVer.8がまもなくリリースされる。Ver.8では、これまでのScaffoldを、Genome Conformation capture (HiC)のデータなどを取り入れ、1本の染色体単位のpseudomoleculeとしてつなげている。scaffold間のつなぎには一律にN（10または20 kb）を挿入する（実際はまだ不完全である）。pseudomolecule に組み込まれていないScaffoldも多数あるが、それらはそのままになっている。(2) アノテーションの最新バージョンとなるVer1.7がまもなくリリースされる。ただしgene symbolは、まだアサインされていない。(3) X. laevisのBAC FISHのデータに基づいた、染色体番号の新しい命名に関する論文が発表された。 XCIJのゲノムプロジェクトとして初めての成果となり意義が深い。X. tropicalisの染色体9番と10番がX. laevisでは融合しているが、論文等では細胞学的に9番とする場合と、融合染色体であることを強調する9_10番とする場合、いずれの使用も認められている。
【質疑より】
安岡：Ver.8で繋がっていないScaffoldの総数について。
平良: 詳細は不明だが、短いものは繋がっていない。これまで繋がっていると考えられていたScaffoldのなかにも、Ver.8で切断されているものもある。
川口: 繋がっているところは、正しいと理解してよいのか？
平良: おおむねそう考えてよい。
2．
ナショナルバイオリソースの報告 (12:35-12:45)
     鈴木　厚 (広島大学) 
　平成24年度に新規採択されたナショナルバイオリソースプロジェクト・ネッタイツメガエルについて、普及を目的とした技術講習会の紹介があった。講習会の目的は、研究室におけるネッタイツメガエルの利用を容易にすることにある。プロトコルでは伝わりにくいノウハウについて、議論の時間を多く設けている。アフリカツメガエルのゲノム解析が間もなく終了するので、今後、ネッタイツメガエルとアフリカツメガエルの両方を使った比較ゲノム解析が行えるようになる。したがって、各研究室でネッタイツメガエルが使えるようになることは、大きなメリットがある。講習内容としては、飼育、受精卵の採取、マイクロインジェクション、トランスジェニックの習得などを行っている。2泊3日の合宿形式で講習会を行っており、研究室の枠を超えた若手人材の育成から、ツメガエルを使った研究のさらなる発展を目指している。学生の参加者も多く、短期間ながら刺激を受けて喜んで帰る様子が見られている。本年度の技術講習会は、2016年3月の第1週の開催を予定している。「研究室の枠を超えた若手人材の育成」という観点から、ネッタイツメガエル利用経験の浅い研究室の先生方には、学生の派遣を是非お願いしたい。また、学生の方には、武者修行のつもりで積極的に参加していただきたい。
【質疑より】
福井: 講習会の参加と旅費はどのようになっているのか？
鈴木: 講習費は無料、旅費のみ自己負担となっている。ウッズホールなどで開催されている海外の講習会では、講習会費だけで数千ドルする場合もあるため、それらと比べると参加者の負担は軽い。
渡部: 大学院生でも費用の安い学内の宿泊施設の利用は可能か？
鈴木: 宿泊は大学院生でも可能である。ホテル並の広くて綺麗な設備を、1泊3800円で利用できる。
3．
第9回ツメガエル研究集会 (12:45-12:50)

越智陽城（山形大学）
 第9回 ツメガエル研究集会を2015年9月14-16日、秋田県秋田市の秋田温泉みさとで開催することが報告された。研究集会の開催期間中に、X. laevisのゲノムプロジェクト終了後のコミュニティーについて議論する時間を設ける予定であることも併せて報告された。7月以降改めてメールで案内をするので、是非この内容についても提案していただきたい。
4．
その他 (12:45-12:50)
　　議題提案　平良眞規（東京大学）
　Xenopus属の研究に関わる研究者の情報交換の場の提供を目的とするXCIJと、ツメガエル研究集会の開催を目的とするXCIJ-JXMの2つの組織があり、それぞれXCIJには世話人会、研究集会には運営委員会がある。現在のところ、世話人会と委員会を兼任しているのは福井さんのみである。XCIJの世話人会も若手が中心となって活動をする必要があるのではないか？　XCIJの規約では、世話人は10名となっているが現在の世話人は7人である。そこで、まずは3名を新たに加えたい。9月の研究集会でXCIJの臨時総会を開催し、新たな世話人の選出を行う提案がなされた。また世話人会の規定に関する以下4項目について改定を9月の臨時総会で審議を諮ることが提案された。 (1) XCIJの世話人会に任期を設ける、 (2) 役員に顧問を設ける、 (3) 旧世話人会メンバーから顧問を選出する、(4) 世話人会は必要に応じて顧問に意見を求めることができる。
【質疑より】
上野: XCIJの世話人を10年ほど継続して行っている。若手が中心となることに賛成。
渡部: XCIJの世話人は、一括して役員か？
平良:世話人が役員であり、その中から代表を選出する。ツボカビの問題が発生した時は、浅島先生と上野先生が対外的な対応を行った。今後代表は、XCIJ内の活動だけでなく、他の研究コミュニティーとの交流も考えても良いのではないか。
安岡: 若手を入れるのであれば、任期が必要。
平良: 短すぎるもの問題なので、だいたい4年ぐらいが妥当ではないか。また世話人のメンバーを半分ずつ入れ替えるなどの考慮も必要。
福井: 当面は、ツメガエル内で進めるほうがよいのではないか?
平良: 小型魚類の研究コミュニティーなどと協力するのはどうかという意見もある。
最後に、規約に関しては世話人会の中で原案をつくり、次回の総会で審議したいと提案があり（平良）、満場一致の拍手で了承された。
